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注意

(1)日 世界史、 ら1科日を選択 る

こと。

目別になっている

選択しない科目の解答用紙は、

なお、回収後は科日の変更はできない。

には受験

日本史・・・・・・・・・・・• 3か所

・・・・・・・・・..3か所

・経済・・・・..3 

(3) 

に る。

ようにある

に2か所、 に1か所、 3か所

各箇所とも 明瞭に記入するーと。

(4) は氏名の記入欄が1か所ある。 に記入する

と。

に ること

(6) 問題紙の余白 に使用してもよい。

(7) して使用してはならない。

(8) ・損傷がない ること。

試験終了後、 自持ち るーと（）



数 学

〔I〕次の［二□に適する数ま
た「――丁の中に記入せよ。

を解答用紙の同じ記号の付い

(1) ~を 150 と 2025 の最大公約数とする。 d の値は［ロロ］ 1である。
1 

標平面上において，点 P(p,q)が直線—-X+_―-y=—上を動く
150 2025 d 

とき，点P(p,q)と原点0(0,0)との距離の最小値は［三二］であ

り，このときp＝［三二］である。

(2)実数xに対して定義された関数Y= gx+ 1 -45. 4 x -3. 2x+3を考え

る。t=2氾として，yをtの関数で表すとy=［三□]である。y
の最小値は「万ー］であり，このとき x＝［三こ］である。

(3)大小の2つのさいころを同時に投げる試行を3回繰り返す。 k= 1,2,3 
に対して， K回目において，大きいさいころの目が偶数のとき ak= l, 

とき ak= 0とし，小さいさいころの目が3の倍数のとき
bk = l, 3の倍数でないとき bk=0とする。 a1b1= 0となる確率は

, a1b川2b四3妬＝ 0となる確率は［三二］である。ま、―’

叫 1＋叫＋a心＝0となる確率は［三□］， a凸＋a凸＋四妬＝ 1 
となる確率は である。
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〔II〕関数f(x)をf(x)=|五 -2叫と定める。実数aに対して，f(x)
の a~x~a+l における最大値を M(a) とおく。このとき，次の問いに

よ。

(1) y = f(x)のグラフを座標平面上に図示せよ。

(2) -1 < p < 0のとき，f(p)= f(p + l)を満たすpの値を求めよ。

(3) M(])の値を求めよ。

(4) M(a)をaの式で表せ。

〔rn〕0を原点とする xyz空間において，相異なる 3点A,B, Cにつ
いて， OA= 4, OB = 5, OC = 3であるとする。また，QA.QB= 12, 
団．叩＝ 5, 応． “~o とするとき，次の問いに答えよ。

(1)△OAB 求めよ

(2)国＝（3,4,0)であり，かつ点Aがxy平面上にあるとき，点Aの

すべて求めよ。

(3) OA-0での取りうる値の範囲を求めよ。 し，必要ならば，関係式

にAOB ー乙BOC| こ乙COA~ 乙AOB 十乙BOC

が成り立つことを用いてよい。
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